
  

 

 

 

 

 

 

がんばった体育大会 
 ６月５日（日）、梅雨前のさわやかな青空の下で、第 65 回野木地区民総合体育大会が行われま
した。今年度も小学校部門のみの半日開催となりましたが、児童は競技や表現運動、応援などに一
生懸命に取り組み、多くの貴重な体験ができました。体育大会の練習や本番を通して得られた自信
や行動力、責任感、協調性、努力する姿勢など多くの学びを、今後の学校生活に生かしていきたい
と思います。保護者の皆様には温かい御声援や親子競技への参加など、ありがとうございました。 
また、主催の野木地区体育協会の皆様には大会の準備や運営などで大変お世話になりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

家庭・地域・学校協議会 
 ５月２６日に家庭・地域・学校協議会を開催しました。この
協議会は、地域に根差し、開かれた学校づくりの一環として、
家庭と地域、学校が連携して健やかな子供の育成にあたること
を目的としており、保護者や地域のおもな組織の代表の方に委
員を委嘱しています。今年度第 1 回目の今回は、今年度のスク
ールプランについて説明した後、意見交換を行いました。 
 皆様から頂いた貴重なご意見を今後の学校運営に十分生かし
ていきたいと考えています。 
 

【おもなご意見】（緑字は学校より） 
 
 
 
 
 

    野木小学校だより 

野ぎくの子 
 

校長室から 2022/6/23 

～７月のおもな行事予定～ 
７月 ３日（日） ３年親子行事（体育館） 

７月 ７日（木） 夏の集会 

７月１６日（土） １学期末教育懇談会 ６年生親子行事（～１７日まで 学校泊） 

７月１８日（月）    海の日 

７月１９日（火） １６日の振替でお休み 

７月２０日（水） １学期終業式 給食最終日 集落児童会 大掃除 

７月２１日（木） 夏休み（～８月２９日） プール開放開始（８月５日までの平日） 

２０２２年度 学校教育目標 

「自ら問い 自ら考え 自ら行動する」 

 

【めざす児童像】 

よく考える人・自分や人を大切にする人・チャレンジする人 

 登校時に、子供はあまり自分からあいさつをしない。あいさつの声も小さい。 
 →家庭、学校、地域全体で盛り上げていきましょう！ 今月の全校集会ではあいさつの話をしました（裏面→） 
 ネット機器の使用により言葉づかいやコミュニケーション力が低下するのではないか。 
 →学校では直接の対話も大切にしていきます。家庭では使い過ぎによる睡眠不足、ネットいじめ等に気をつけてください。 
 学校教育目標の「自ら問う」というのは大切である。 
 →「わからない」と言える、素朴な疑問を出し合える雰囲気を大事にしていきたいと考えています。 



（６月の校長講話）６月２１日 

 今日はみなさんに漢字の問題を出します。「一挨一拶」これは何と読むか分かりますか？ この漢

字はちょっと難しいですね。これは「いちあいいっさつ」と読みます。これは禅宗という仏教の世

界の言葉で、「挨」には近づくという意味があり、「拶」には迫るという意味があるそうです。一挨

一拶の「一」という字を抜くと「挨拶」になります。実は一挨一拶は「挨拶（あいさつ）」という言

葉のもとになっている言葉です。つまり、あいさつとは人と人とが出合い、お互いに言葉をかけ合

いながら心を開いて相手に近づいていくことなのです。 

 それでは、このあいさつの言葉にはどんなものがありますか？ 「おはよう」や「こんにちは」

「さようなら」「ありがとう」「ごめんなさい」などですね。これらの言葉はその人の「心」を表し

ています。だから、きちんとあいさつができていれば、相手と仲良くなり、よい関係を作ることが

できます。反対に「親しき中にも礼儀あり」という言葉があるように、どんなに仲のよい友達でも、

あいさつをしなければ、よい関係がくずれてしまいます。だから、あいさつはとても大事なものな

のです。野木小学校の人がずっと前から大切にしてきた「のぎっこ 3 か条」にも一つ目に「あいさ

つはいつもえがおでだれとでも」とあります。そして、６・７月の生活目標は「気持ちのよい生活

を送ろう」ですが、ほとんどの学年があいさつに関することを取り組みに入れてあります。それだ

けあいさつは大切なものだとみんなが考えているからこそだと思います。 

 ところで、みなさんはこの大事なあいさつがしっかりでき

ていますか。学校では、朝来た時や帰る時に職員室の前で「お

はようございます」や「さようなら」などとてもいい声であい

さつができていますね。また、５月には６年生が、６月には５

年生が玄関のところであいさつ運動を頑張ってくれました。

では学校を少し出て、家の中や登下校の途中のことを思い出

してみましょう。あいさつにもいろいろなレベルがあります

が、家の人や地域の人、友達などに「おはよう」と言われても

何も言わずに黙っているのは、一番下のレベルです。ここに

書いてある「外」というのは「問題の外」という意味です。 

レベル１は、人から言われたらする。レベル２は自分からあ

いさつをする。レベル３は（自分から）明るい声であいさつ

をする。レベル４は（自分から明るい声で）笑顔であいさつ

をする。レベル５は（自分から明るい声で笑顔で）相手の顔

を見てあいさつをする。そして、（自分から明るい声で笑顔で

相手の顔を見て）いつでもどこでもだれにでもあいさつがで

きれば、その人はもう立派なあいさつ名人です。みなさんは

今、どのレベルになりますか？ 

 さあ、今日から登校や下校の時に見守りに 

来てくださっている人、田んぼや畑でお仕事を

しておられる人、家族や親せきの人、学校への

お客様などにも、勇気を出して自分から明るい

声でしっかりあいさつをしてみましょう。少し

照れくさいかもしれませんが、あいさつをして

もらって怒る人は誰もいません。きっと笑顔で

あいさつを返してくださることでしょう。で

も、みんなの声が小さいと、相手に届かなくて、

あいさつが返ってこないかもしれません。 

 野木小学校があいさつ名人でいっぱいにな

れば、家や学校や野木地区が、もっともっと明

るく楽しい雰囲気になっていくことでしょう。 

朝のあいさつ運動 


